
全県地質情報の収集と統合

―事業提案から実現までの道のり―

いいづな歴史ふれあい館 館長 富樫 均

（元長野県環境保全研究所専門研究員）

2023年12月7日

第7回 信州 知の連携フォーラム 於 信州大学附属中央図書館
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長野県デジタル地質図2015

オリジナル統一凡例による県地質図

長野県地質図活用普及事業研究会編
（代表：原山 智 信州大教授）
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５８年ぶりの全面改訂により、デジタル情報に

1/20万のインデックスマップ



世界の認識
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ｔ

世界は縦・横・高さ

＋時間

地質は歴史的産物
四次元情報

Vitruvian Man by Leonardo da Vinci on WikiArt

x

Y
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• 地質図⇒普段は見えない四次元情報を可視化

• 土や石の空間的位置関係が地史という意味になる

• 地史は証拠をもつ概念、研究の進展により更新

図は脇田･井上編『実務に役立つ地質図の知識』（2006）からの引用
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地質図は個別の地質情報の集大成
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西南日本の突端

I-S Line

Fossa Magna
八ヶ岳火山列（古→新）0.5Ma～

きれいね～💛💛

南洋の海底火山



諏訪湖

入笠山

赤岳

守屋山

Google earth＋カシミール３Dによる

火山麓扇状地

諏訪湖

安山岩溶岩（古）

入笠山

赤岳

安山岩溶岩（新）

石英閃緑岩
安山岩溶岩（古）

安山岩溶岩（古）

緑色岩

デイサイト質火砕岩

守屋山

ジュラ紀付加体

長野県デジタル地質図2015＋Google earth

西南日本
フォッサマグナ



明治元年生まれの奇人保科五無斎。
1911年に1/100万県地質図発刊。
信州の地学教育の源流。

1948年 1/30万 長野県地質図（八木貞助氏）

1957年 1/20万 長野県地質図
（長野県地学会編）

2015年 長野県デジタル地質図2015
（長野県地質図活用普及事業研究会）

３７年

９年

58年

県内地質情報集約・統合の歴史



データの集約・統合の必要性

既存（2003）

既存（1986）

既存１/２０万の表現

・区分と精度の違い
・情報空白域の存在
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構想
1996

提案
2006

事業化
2006 2009

データ集約・試作
（デジタル化部分試行）

編集 原図仕上
2010 2014

完成

構想・提案時代（11年）
個人
提案採択！

県事業時代（４年）

有志・手弁当時代（5年）

2015

外部資金（１年）

予算打ち切り！著作権を含め、
有志研究会が
事業を継承

デジタル化

事業の構想から実現までの道のり

知事会見
発表



・全県の地質概要を確認

・１/５万地質図ファイルを検索

・印刷可能な１/２０万地質図

インデックスマップ

・地質区分の一部を簡略化、
地質境界の詳しさは同じ

拡大図
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・県内全域について区分を統一

・背景図には国土地理院の
電子地形図25000を使用

（承認番号 平成27情使、第509号）

・表現精度１/5万の詳細地質図

１/５万地質図

「大町」図幅部分

■木崎湖周辺を拡大

■着色と記号により
地質を区分

Ｑ2ｇ

■地質はすべて
統一凡例に対応
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統一地質凡例(地質と属性との対応)
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完新世 t42

0.01- t41 tl

　 t36 g32

ｌ3 ｆ3 ～ ｔ3 ｄ3
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更新世 　 t25 ｔ

ｌ2 f2 ～ ｔ2 ｄ2
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2.58- Q1 l1
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ｌｍ4
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堆積岩類（第四紀の地質区分には地形要素を含む）
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現
河
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（数字は×100万年前）
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第四紀

H

礫質・

砂質・
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Q1g

未固結（地形要素を含む） 半固結～固結岩

湖成堆積物

主に泥質

Q1s Q1m

（猿丸相当層）→

（柵相当層）→

（小川相当層）→

（青木相当層）→

（別所相当層）→

（内村相当層）→

（内山層など）→

Q2g

ｗ

扇状
地

新生代

新第三紀

地質時代

Q2

Q3

河成堆積物

砂質～

礫質
砂・泥質 泥質

g31

Q2g:更新世(78万年前～13万年
前）半固結から固結した砂岩・礫岩



長野県デジタル地質図（2015）統一地質凡例

ｒ

完新世 t42

0.01- t41 tl da4 vd4 Hvr ｈvr Hva ｈva Hvb ｈvb

　 t36 g32

ｌ3 ｆ3 ～ ｔ3 ｄ3 da3 vd3 Q3vr q3vr Q3va q3va Q3vb q3vb Q2hf Q2hi Q2hｍ

0.13- l 　 t31 da vd

更新世 　 t25 ｔ

ｌ2 f2 ～ ｔ2 ｄ2 da2 vd2 Q2vr q2vr Q2va q2va Q2vb q2vb Q2hf Q2hi Q2hm

0.78- t21

2.58- Q1 l1 da1 vd1 Q1vr q1vr Q1va q1va Q1vb q1vb Q1hf Q1hi Q1hm Q1pf Q1pi Q1pm Q1my Hf4

鮮新世 t0 3.0 N32g N32s N32m

5.2- N31g N31s N31m N3hm

 10〜9 N24g N24s N24m

⇒ 13.5 N23g N23s N23m N2vr N2vr N2va N2va N2vbＮ2vb N2hf N2hi N2hm N2pf N2pi N2pm

中新世 16〜15 N22g N22s N22m

16.3- 17 N21g N21s N21m

23.3- N1 N1vr N1vr N1va N1va N1vbＮ1vb N1hf Nhi N1hm N1pf N1pi N1pm

35.4-
PG4

42.1-
PG3 　

56.5- PG2 整然層 未区分
三波川

帯

65.0-
PG1 PG1vr PG1vr PG1hf PG1pf

K2vr K2vr K2hf K2hm K2pf K2pi K2pm K2my K2mg

97.0- 整然層 未区分 整然層 未区分 K1-2S K1-2hm K1-2pf K1-2pi K1-2pm K1-2mg

   Hf1  
145.6-

157.1- J1-3Mc J1-3M J1-3Cc J1-3C

178.0-
   

208.0- J1pf J1pi J1pm

235.0-
TR1-

J3Mc
ls TR3pf

241.1- TR2 b c c

245.0-
飛騨外

縁帯
 

ペルム紀 290.0- P ls b ls b ls Ppf Ppm

石炭紀 362.5- C

Pu PuHg am b

断層の区分 c am b ls c U
gr

その他の記号
（各帯共通）

礫岩

 注）各地質の色は表における区別の色で，地質図の着色と同一ではない

長野県地質図活用普及事業研究会（2015）

：褶曲構造（上より背斜，向斜，転倒背斜，転倒向斜の構造を示す）
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Ⅰ
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Ⅱ
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堆積岩類（第四紀の地質区分には地形要素を含む） 付加体（付加コンプレックス） その他

変形岩

変成岩類
（一部源岩は別表

示）
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Hf3

g

g3

t1

N2

s

人工地盤→

崩積物

土石流

現
河
床

後背湿地・

湿原

崩壊堆積物

主に砂質～礫質

降下火砕

物層厚５

ｍ＋
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地

（数字は×100万年前）

※　活断層は中期更新世から現在までの間に活動し、今後も活動する可能性が高いと判断される断層
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：氷河地形（圏谷壁の上縁）

混
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積物
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丘陵
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c

玄武岩質

N3vr n3vr N3va

TR1-

J3Cc

J2-3Cm

n3vb

堆積岩類主体で基質と異地性岩体等からなり，各帯の中は「整然層」と「混在岩」と「未区分」に分けられる

主とし

て溶岩

(l)

主とし

て火砕

岩(p)

四万十帯（S）

混在岩

J1-2m

礫質・

砂質・

泥質

Q1g

(来馬層群など→）

未固結（地形要素を含む） 半固結～固結岩

火山山麓

扇状地
（未固結）

岩屑なだ

れ堆積物
（未固結）

湖成堆積物

主に泥質

Q1s Q1m

（手取層群など→）

（猿丸相当層）→

（柵相当層）→

（小川相当層）→

（青木相当層）→

（別所相当層）→

（内村相当層）→

（内山層など）→

Q2g

高圧
（非表示）

Qp,Gp Dp Db

苦鉄質

N3piN3pf

ｌｍ

ls

結

晶

片

岩

の

源

岩

N2g N2s N2m

N3g N3s N3m

PHg

整然層 未区分

K2g

K1g

K2s

K1s

K2m

（時代対応は上図参照）

混在岩 混在岩

PHgm

新生代

中生代

R Sb

Hg

（※※ N2以前は固結を前提に(l)溶岩または(p)火砕岩で岩相を区別）

(※ N3以後では先頭が大文字は固結，小文字は未固結を表す）

苦鉄質～

超苦鉄質

(付加体

は別）

Gb,Pd

深成岩類

主とし

て火砕

岩(p)

主とし

て溶岩

(l)

主とし

て火砕

岩(p)

主とし

て溶岩

(l)

トリアス

紀

新第三紀

斑状〜細粒貫入

岩（岩脈･岩株・斑岩

類）

地質時代

超

苦

鉄

質

岩

・

蛇

紋

岩

m

TR1

TR3

J1

J2

J3

Q2

Q3

(↓戸台層など)

付加体区分の補足

河成堆積物

砂質～

礫質
砂・泥質 泥質

J1-2s

c

PHgc

飛騨外縁帯（Hg）

c

g31

K1-2mx

断層の種別
変位が連続して
追跡できるもの

存在が推定される
もの

伏在しているもの

　（１） 地質断層

黒実線 黒破線

－

　（２） 活断層（地形学的根拠）

赤実線 赤破線 赤点線

　（３） 活断層
　　　（地質学的根拠のみ）

青実線 青破線 青点線

　（４） 地震断層

赤太点線

－ －

長野県内のすべての地質体を約240の凡例で簡潔に表現



１/５万地質図（ＫＭＬファイル）

クリックするだけ

■グーグルアースプロを使った表示が
簡単にできる

※Ｇｏｏｇｌｅ Ｅａｒｔｈプロ
Ｇｏｏｇｌｅ社が無料で配布している
バーチャル地球儀ソフト

■デジタル地質データを
地形の上に表示

■拡大・縮小も自由
斜めからの俯瞰も可
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左クリック
右クリック+プロパティ



Q2g
(Q2＋g)



ビューアソフトを使った属性検索

地質属性参照と地質のクリックで属性一覧を確認

左クリックするだけ
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五無斎保科百助が発刊した1/100万地質図(1911)
と地質凡例 （信濃教育博物館蔵）

長野県地質図（1911）



まとめにかえて（感想）

• 県事業はデータ収集への信頼性に力となる

• 行政が求める短期成果主義は強力かつ非情

• データの集約には活用へのビジョンが不可欠

• ボーリングデータの集約は課題として残された

• 構想11年、試作4年、統合・調整5年、仕上1年・
・・・・・・実現するまでに21年を要した💦💦

• 支えは、県内の４０名以上に及ぶ研究者・地質
技術者の熱意と人的なつながりにあった
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お世話になった皆様に感謝を申し上げます
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氏名 所属※

臼田裕一郎  （独）防災科学技術研究所

梅崎　健夫  信州大学工学部

大塚　勉  信州大学全学教育機構

小野和行  日本綜合建設株式会社

原山　智  信州大学理学部

松島信幸  飯田市美術博物館

三宅康幸  信州大学理学部

富樫　均  長野県環境保全研究所

山浦直人  長野県建設部

胡桃澤博司  長野県環境部

赤羽　貞幸  信州大学教育学部

石田　桂  信州大学理学部

柿原　仁志  株式会社サクセン

河本　和朗  中央構造線博物館

北澤　夏樹  伊那市立伊那小学校

木下　房男  長野県飯田創造館

久保田賀津男  伊那谷自然友の会

小泉　明裕  飯田市美術博物館

小坂　共栄  信州大学理学部

坂本　正夫  飯田市立下久堅小学校

清水　岩夫  飯山市立飯山小学校

下平　真樹  駒ヶ根市立赤穂中学校

村松　　武  飯田市美術博物館

高橋　康  信州大学（大学院）

田辺　智隆  長野市立博物館

手塚　恒人  喬木村立喬木第一小学校

寺平　　宏  伊那谷自然友の会

田中　　良  阿智村阿智第三小学校

西来　邦章  信州大学（大学院）

原　　文宏  伊那谷自然友の会

※ 所属は2006年当時
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